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１．はじめに
創造という言葉はいろいろなところで使われる。教育、科学、芸術、企業などの専門の
分野から、日常生活上のマニュアルにいたるまで創造や創造性が重要なテーマとして取り
上げられている。保育の分野においても、例えば、厚生労働省刊「保育所保育指針」では
「創造性の芽を培う」ことが保育の目標の１つとなっている。
創造するための種々の発想法や整理法といわれるものも300種類以上あるといわれてい
る１）。今日、心理学、コンピュータ科学、脳科学などの発展にともなって創造行為の仕組
みについて多様な考え方が提案されているが、科学的レベルでの創造学は確立されている
とは言えない。創造に関する見解が精神主義的なものから実利主義的なものまで広範にわ
たるのは、未だ、創造に関する科学的理論が確立していないことに加え、分野ごとの特殊
性や論者の価値観を検証する作業が行われていないことにもよる。
本論では子どもが絵を描くという行動を観察して、創造の意味と仕組みについて考える。
子どもが大人と同様に創造的行為を行うという事実は子どもと大人に共通した創造的心理
過程があることを示唆している。この共通した創造的心理過程を「創造過程」と呼ぶ。創
造過程は心理的身体的な刺激―応答活動であり、課題や関心から始まり後に述べるような
「変換」を経て課題についての結論や心身の充足・満足を求める過程である。変換の機構
は子どもでも大人でも同じであり、個人の経験・学習の特殊性や対象・課題の個別性には
依らない。一方で、子どもと大人は知識・技能や感情や価値観が異なる。このことは具体
的な創造物の違いとして現れる。この知識・技能や感情や価値観を創造の「背景」と呼ぶ。
背景は創造過程を制御し評価する。創造過程は与えられた課題や関心から始まる。この課
題や関心は創造の背景に依存して決められる。背景は創造過程の最終状態に対する当事者
による評価も実行する。後述するように、当事者以外による評価は創造過程には含めない。
ここでは、はじめに、子どもの描画活動を観察して、創造過程の基本的な特性を検討す
ることとする。子どもの描画活動は子どもの内発的欲求によって始まり、その欲求を表
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現・実現する行為であるが、その特徴を一般化することにより子どもと大人に共通な一般
の創造過程の特徴が明らかになる。この論文では創造過程の例としてシュールレアリスム
の画家ダリの「偏執狂的・批判的方法」を取り上げた。
子どもの描画は対象の認識の仕方に強く依存する。子どもは内発的欲求を出発点とした
行動を通して、世界の認識のための自然なカテゴリーを獲得してゆく。認識の方法をカテ
ゴリー系を意識した方法へと拡張することによって、子どもの創造過程を大人や描画以外
の創造過程に一般化することができる。
このカテゴリー系は「形」と「意味」と「多様性」という３つのカテゴリーからなる。
創造過程の始めの課題や関心はこれらのカテゴリーから選ばれたキーワードの組によって
表現される。創造過程における変換はそれぞれのカテゴリー内で行われるキーワードの変
更であり、変更されたキーワードの組は創造された概念や物の表現となる。創造をこのよ
うなモデルで表わすことにより、生命の進化や社会革命などの客観的な過程を自然の創造
の一形態として論ずることもできる。
２．なぜ子どもの絵か
描画や造形創作は芸術活動の一領域として、創造という言葉が最も自然に使われる対象
である。しかし、大人の創造的な創作を見ても、創作がどのような心理過程で行われてい
るのかを知ることは一般には困難である。大人は無意識に前述した「背景」に強く拘束さ
れているので、創造する本人であっても自分の創造の過程を言葉で表現できるとは限らな
い。また、一人ひとりの大人はそれぞれの長い過去を持ち、個人の経験を超えた一般的な
ものが何であるかを分離することも困難である。これらが創造を神秘的なものと思わせる
理由であろう。
一方、子どもは多くの経験や知識がないころから多様な創造的行為を始め、経験が累積
されるに従ってその様式が変化してくるので、創造の動因や創造の条件などを観察するの
には格好の対象である。子どもは生まれながらに創造的であるという考え方は19世紀末か
ら20世紀初頭にかけて確立したと言われている２）。特に子どもの絵についてはその表現す
るものの意味、表現様式の年齢変化、心理的動因、芸術性などについては多くの研究がな
されていて、創造の一般的な性格を検討するためには子どもと子どもの絵は１つの有効な
情報を与える。
見かけでは大人の創造活動と子どもの創造活動は異なっている。しかし、「子どもは生
まれながらに創造的である」という前提に立つとすれば、この違いは前に述べた「背景」
のちがいであって、課題や関心の変換を試行し、自己評価する心理的過程は同じであると
考えることができる。子どもと大人に共通するこの過程を描きだすことがこの小論の最も
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重要な目標である。図１は１歳に満たない幼児がスクリブル（走り描き、なぐり描き）を
している様子である。走り描きは子どもが初めて試みる描画である。
図１　走り描き
３．子どもの絵の特徴とその解釈
子どもの造形表現は子どもの発達と結び付けて、いくつかの立場から研究されている。
ここでは子どもの描画活動から創造過程を探るという目的のために、子どもの描画の様式、
描画の動因、様式・動因の変化に注目して、子どもの描画活動と絵の一般的な特徴を検討
する。特徴としてつぎのような３点を揚げることができる。
q様式：同年齢の子どもの絵はほぼ共通した表現様式をもつが、これは子どもが自分の発
達段階に対応した身体的感覚や運動の経験に基づいて描くからであろう。同年齢の幼児
にとって身体的感覚や運動の経験に大きな個人差はない。幼児においては観察して理解
しているものとその表現とのあいだにも大きい矛盾は存在しないと思われる。幼児の絵
は幼児が対象をどう理解しているかを表現している。たとえば、ヴィゴツキーは「（幼
児画の走り描きに始まる）第一段階での本質的な特徴は、写生ではなく、記憶に基づい
て子どもたちが描いているということです。ある心理学者は、そばに腰かけているお母
さんを描いてごらんと子どもに頼んで、その子どもがどうやって母の絵を描くか観察す
る機会を持ちました。するとその子は母親を描くのに一度も母親を見ようとしませんで
した。しかしながら、このような直接に観察した場合からばかりでなく、実際に描かれ
た絵を分析してみても、子どもは記憶によって描いているということが非常によくわか
るのです。子どもが描いているのは、自分が物について知っていること、そのものにつ
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いて自分が最も本質的と思っているものであって、実は子どもが目で見ているそのもの、
あるいはものとして自分が表象しているものを描いているのではないのです。」と述べ
ている３）。
子どもの絵と大人の絵は技巧において差があるが、子どもの絵は大人にも感動を与え
たり、しばしば大人の描画の手本にさえなる。これは子どもの絵がその単純さの中に、
子どもが見た対象物の本質を捉えているからであると考えられる。絵画においては形式
美や写実性が重視されることもあるが、対象の本質を表現することは極めて重要である。
この画像表現の本質感が子どもと大人の橋渡しをする。子どもの絵が表現しているもの
を対象の「本質」と呼ぶことにする。
w動因：子どもはなぜ絵を描くのであろうか。たとえば、トーマスとシルクは発達的理由、
投影的理由、芸術的理由、社会的理由という４つの理由をあげている２）。発達的理由と
は絵は積木の家のように認識の象徴表現であり、「描画は象徴遊び」とみなす見方であ
る。投影的理由とは絵は無意識の願望や感情の表現であり描画はその「解放を実現」す
るのである。芸術的理由とはバランスのとれた美的表現を「構成する喜び」である。社
会的理由とは描画や絵を通して実現する仲間や大人との「対話への期待」である。これ
らの４つの理由に共通していることは多様な表現への意欲・欲求であるが、その起源は
子どもの「内発的欲求」であろう。内発的欲求は子どもの発達欲求であり、発達を実現
するための子ども自身の行動として現れる。内発的欲求には「感性的欲求」、「好奇的欲
求」、「適応的欲求」がある。感性的欲求は生理的欲求を含み、感情や快感の表現、美的
表現の動因となり、好奇的欲求は象徴表現や空想的表現の動因となる。ここでいう「適
応的欲求」は「コンピテンス」とも呼ばれ４）、自分と環境の関係を感知し適応を図ろう
とする自己保存欲求である。子どもの「微笑み」、「人見知り」、「もの真似」、「うそ」を
つく、「やらせて」とか「みてみて」とせがむなどの行動として現れる。適応的欲求は
（描画を通した）対話への期待となって現れる。この意味においては子どもの絵は自覚、
無自覚を問わず心の状態を表現し、絵を通して子どもの心が解放され、欲求が実現され
ると考えることができる。この事実は絵画セラピーや絵画診断法にも応用されている。
子どもの絵が心の開放をもたらすという事実を描画の「意義」と呼ぶことにする。
図２は花火を描いた５歳児の絵である。５歳児の平均的な花火の表現とは異なり、力
強く個性的な花火である。この５歳児の日常の行動をよく知っている保育士は「この子
の思いや力や性格をよく表現している」と述べている。
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図２　『はなび』（５歳児）
e様式・動因の変化：子どもの絵の表現様式は、年齢毎に明確に変化してゆくが、このこ
とは心身の発達とともに子どもが客観的な世界をどのように認識してゆくかを示唆して
いる。たとえば、新井は子どもの造形活動における動因および表現意図に着目して、以
下のような５段階の発達上の画期が存在することを示している（年齢はおおよそのもの）５）。
・「なぐり描き」が開始される時期（１歳半ころ）
・自分の描いたものに意味づけや命名を始める時期（３歳ころ）
・あらかじめ意図をもって描きはじめる時期（５～６歳ころ）
・視覚的な写実への志向が強まる時期（９～10歳ころ）
・描画を自己表現の手段として自覚的に選択できるようになる時期（14～15歳ころ）
「『なぐり描き』が開始される時期」は運動感覚的な喜びや視覚的な痕跡を見る喜びが
動因とされている。「自分の描いたものに意味づけや命名を始める時期」では、イメー
ジを操作する喜び（象徴の形成と操作の喜び）が動因となる。「あらかじめ意図をもっ
て描きはじめる時期」は対象やモチーフに対する強い興味や関心と絵による語りが動因
となる。「視覚的な写実への志向が強まる時期」では対象やモチーフの視覚像に対する
関心や即物的な関心が動因となるが、子どもの行動範囲が広がり、学校などにおける造
形教育の遅れなどがあって造形への動因そのものが試練にさらされる時期である。子ど
もが見たもの、理解しているものと自分の表現能力の差を自覚するようになると絵を描
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くことに関心を持たなくなるといわれる。「描画を自己表現の手段として自覚的に選択
できるようになる時期」は適切な訓練を経た子どもが到達する状態である。教育や訓練
によって新しい可能性が実現される画期である。これらの各画期において、子どもはそ
れまで使っていた表現様式に捉われないで自分が見たものを最ともよく表現できる様式
を選んでゆく。子どもが成長するに伴って学習によって知識・技能を獲得し感性的経験
や心身の活動の経験を重ね、自分の環境の見方も仔細になってくる。このように自分自
身の変化を通して動因と描画の表現様式が変わることを「変化」と呼ぶことにする。
４．創造過程
創造は特殊な個人の行為であると考えられることも多い。しかし、創造を広く解釈すれ
ば、日常生活の工夫や料理も含まれ、誰でも創造するし、文化や文明は人類の創造物であ
る。子どもであっても大人であっても、現実の創造活動は身近な人々や地域、社会、文化
と切り離された個人が行うことはあり得ない。また、同じ環境にいる多くの人々はほとん
ど同時に同じようなことを感じたり思いつくことが多い。創造にかかわる課題が提起され
る環境や状況は創造者の「日常的な」環境や状況であり、創造を評価し受け継ぐのも「近
く」の人々である。このような環境の中では誰でも感知者、発見者になりうる。また、最
初の感知・発見は近くの人々が同意したり、支援したりすることによって具体的な表現と
して実現してくるのである。これらの事実は創造活動の基本的な部分には個人や文化の違
いを越えた共通の過程があることを示唆する。一般的な創造活動に於いて個人的な差異は
「背景」の差によると考えると、「背景」は客観的な過程への外部からの制御要因とみなす
ことができる。
創造活動において人が行う創造的思考や試行の最も基本的な構造を「創造過程」と呼ぶ
ことにする。創造過程は創造への動因や課題に直面してから結論を出すまでの過程であり、
感情、精神、身体の複合系のなかで働く「開かれた」刺激―応答系である。ここでいう
「開かれた」とは環境や自己評価に対応して制御の基準やテーマを変更するということで
ある。このような創造過程を描きだすことが本論文の１つの目的である。
創造的な試行やその結果についての社会的な評価は創造活動に影響を与えるが、創造結
果についての創造者以外の他人による評価は創造過程とは切り離して考えることが重要で
あろう。グループによる創造活動の中で他人のアイデアなどを極力批判しないということ
を重視する活動法が知られている。他人による批判が創造的発想や試行を強く抑制すると
いう事実が知られているからである。肯定・否定を問わず他人による評価は創造過程の制
御因子であり過程の構造因子とは考えない。他人が創造者の問題意識や表現の意味を理解
できないときや他人が創造物の社会的な意義を理解できないときは、その創造的試みや創
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造過程そのものを評価できないという現象はしばしば起きる。知られていることの学習や
訓練も創造の質や水準に大きな影響を与えるが、創造過程とは切り離して考える。創造物
の社会的有用性も創造過程には含めない。創造過程を内部で制御するのは自己の思いや評
価だけであるとする。大人が子どもの絵について考えるときも同じような状況がある。子
どもの絵は「子どもの目」でみることが重要なのである。
５．創造過程の特徴づけ
子どもの絵の特徴として「本質」と｢意義｣と「変化｣という３つの概念を揚げた。これ
らの概念はどのように大人も含めた一般の創造過程の本質を示唆するのだろうか。絵は創
造活動の結果であるが、描画だけで一般の創造活動における創造過程が明らかになるわけ
ではないので、一般の創造過程の構造については、「本質」と｢意義｣と「変化｣という概念
を再検討しなければならない。
まず、「本質」について検討しよう。一般に使われる本質という言葉は対象についての
普遍的な内容を表しているように思われるが、現実の場面では多様な意味内容を持つ。こ
れは対象に対して、この言葉を使う人の認識・問題意識に依存して本質の意味内容が変わ
るからである。ヴィゴツキーの言う子どもの絵における「本質」とは、一つひとつの子ど
もの絵に共通に表わされているだけでなく、子どもの絵を超えて絵画全体に有効な、対象
の認識とその表現の関係である。したがって、創造に対する一般論では、「本質」という、
質による多義的な性格を避けて、「原理」または「原理性」を特徴づけとしてあげよう。
「原理」は物を構成する基本法則あるいは基本要素を表すので、創造物の内的構造の完成
度・水準を評価する概念である。「原理」は、対象の意味や構造の限界を顕にするととも
に、それ自身は創造物を生み出した創造過程から解き放たれ、新たなものを創りだす指針
となる。
つぎに、｢意義｣について検討したい。大人の主体的な行動はおおむね習慣と意志の結果
である。一般の創造に関して言えば表現意欲と試行が重要である。ここでいう試行はイメ
ージの中での試みも含めよう。創造的行為は何かの感性や意図をもって試行から始められ
るが、試行という行為は予期できない過程を含み、全過程にわたっては行為は制御できな
いから、試行の結果には始めの感性や意図の実現だけでなく、それらを超える予想外の意
味や効果が伴う。試行の結果が期待以上であれば、期待に新しい知見やものが付け加わり
新しい動機が発生する。この過程は創造過程の１つの必要条件である。結果が始めの感性
や意図を実現しなくても試行の過程に於いて関連領域の新しい知見や自身の充足感が得ら
れることも多い。この意味では「意義」は問題解決への動因であり、より完全な解または
自己表現を求める欲求である。このように、動因である「意義」から出発して過程の中で
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新しい意味が得られることを「転義」とよぶ。「転義」または｢転義性｣は創造過程に伴う
１つの基本的特性であると考えることができる。
最後に、「変化」について考える。子どもの描画活動において、子どもが環境や自身の
関心の変化に対して柔軟に対応することは重要であった。この「変化」は現在のもの、既
知のものから新しいものへの移行であるが、一般的な創造活動において新しいものとは何
であろうか。「新しいこと」は「他の誰も知らないこと」と置き換えることはできない。
これでは他のすべての人に確かめてみないと「新しいこと」の確認はできないし、創造者
本人以外の他人の状態を引用することになるので、創造過程を社会的常識や価値観から切
り離すという我々の出発点の立場とは矛盾する。新しさ古さは過程そのものによって定義
されなければならない。創造過程において「新しくなる」こととは、初期に対象物を記述
または表現または理解するために必要であったカテゴリーや概念や手段が過程の進行とと
もに有用さを失って、新しいカテゴリーや概念や手段が必要になることである。カテゴリ
ーや概念や手段が置き換えられることによって、その状態を出発点とする新しい世界が拡
がるのである。このような意味で「変化」を「萌芽」または「萌芽性」とよぶ。
創造過程を特徴づける基本的な性質として「原理性」、「転義性」、「萌芽性」を揚げた。
これらは互いに独立な性質であり、どれも欠くことはできない。このことから、一般の創
造性はこれらの３つの概念から構成されていると考えることができる。これが創造性の定
義となる。
６．創造過程の一例：「偏執狂的・批判的方法」
シュールレアリスムの画家サルバドール・ダリ（1904～1989年）の「偏執狂的・批判的
方法」は創造過程の１つの典型例と考えられる。「偏執狂的・批判的方法」は古典的・写
実的技法によって描かれた物体を観念的・非現実的に組み合わせて画面を構成する表現方
法である。この方法による一つの例はダリの『眠り』（図３)である６）。この衝撃的な絵に
ついては多くの解説・評論が行われているが、ここでは、この絵が示唆する「偏執狂的・
批判的方法」の「原理性」、「転義性」、「萌芽性」について検討しよう。新関は次のように
述べている７）。
「ダリがこの方法論に行き着いたのは、幼児からの自分の内なる『パラノイア性』を客
観視した結果であった。無意識の深層から湧きあがり、二重にも三重にも変貌を遂げ、重
なり合う自己の幻想を、覚めた批判的理性で観察し、時にはそれらの幻想の発達を意識的
に促進さえしながら、制御された技術で具体的に描いてゆくのが、ダリの『偏執病的―批
判的方法』なのである。妄想しているダリと、それを観察しているダリは常に共存してい
るが、ダリがその精神の根底に持っている理性は、妄想を上回り一貫していた。シュルレ
82
アリスムのオートマティスムに知的批評性を結びつけたことこそ、シュルレアリスムに対
するダリの最大の寄与であろう」。
「偏執狂的・批判的方法」は後期のダリのほとんどの作品に使われたという意味で、点
描画法やキュビズムと同様、描画表現の標準的な方法の１つであり、現実的な対象の非現
実的な状態という矛盾に満ちた組み合わせはキュビズムでは逆になっているが、ともに創
造の「原理性」を持っている。
「眠り」あるいは睡眠をテーマとしている絵画作品は多いが、それらのほとんどは眠り
を安らかな、平和な行為として表現している。これらの表現は我々が日常持っている眠り
に対するイメージとあまり変わらない。
図３　『眠り』（サルバドール・ダリ）
ダリは「私はよく眠りという怪物を、現実という松葉杖に支えられた身体が次第に先細
りになって、重く巨大な頭部だけになったもののように感じることがある。松葉杖がはず
れると、我々は“墜落”の感じを持つ」、「何もない空間によって引き起こされる苦悩を、
最高の強度をもって表現した」と述べている６）。人間は人生の３分の１を「何もない空間」
という無意識の中で過ごす。ダリは、夜更かしや徹夜をする現代人のなかにある眠りへの
「恐れ」と「苦悩」を表に引き出した。眠りを〈安らかなもの〉と本能的にとらえる立場
からはこのような表現は出てこない。〈安らかなもの〉から〈怪物〉、〈苦悩に満ちたもの〉
への「眠り」の意味の「転義」がここにはある。
「萌芽性」とは新しいというだけでなくこれからどのように発展・展開できるかという
可能性を内包したものである。ダリは彼の創作活動の後半で多様なスタイルの芸術活動を
展開した。絵画についてもマルチイメージ（多重隠し絵）、時間変化、原子的分裂、浮遊
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する物体、量子力学や遺伝子、宇宙、宗教などのイメージを使った形而上学的なテーマを
含む多彩な表現様式を開拓した。これらの多彩な表現様式とテーマは「偏執狂的・批判的
方法」が可能にした自然な展開であるように思える。「偏執狂的・批判的方法」はこのよ
うに明確に「萌芽性」を持った方法である。
７．カテゴリー系と表現
創造過程を特徴づける基本的な性質として「原理性」、「転義性」、「萌芽性」を揚げたが、
具体的な課題や関心から出発してどのようにこれらの性質が実現するのであろうか。この
実現の過程は対象認識の構造と対象認識の変換とに深くかかわっている。人は１つの対象
を認識し表現するときいくつかのカテゴリーの集合であるカテゴリー系に頼っている。対
象の特徴はカテゴリー系を構成する一つひとつのカテゴリーの中から選ばれた概念または
「キーワード」の全体で表現される。子どもが世界を表現する仕方のおもしろさは子ども
が持つカテゴリー系が大人のものと異なることにもよる。子どもが持つカテゴリーの発
生・発達についてはピアジェ等によって研究されている８）。
対象を認識するときカテゴリー系を自覚することには２つの利点がある。第１に、カテ
ゴリー系が人間の認識の全体をカバーするものならば、対象の特徴をカテゴリーごとに確
認することによって、特徴を漏らさず把握する可能性が開けることである。このことは創
造過程の課題の認識にとって極めて重要である。第２に、次節で述べるように創造過程に
おける「変換」の意味を明確にできることである。創造における概念の「飛躍」や「思い
つき」はやみくもに起きるのではなく、同一カテゴリー内でのキーワードの変更であるこ
とが多い。
ここでは子どもと大人が同じ創造過程を持つという見方から、子どもと大人が共通して
持つ「認識の枠組み」としてのカテゴリー系を明らかにしたい。子どもは内発的欲求によ
って行動することは前にのべた。カテゴリーは行動の試行錯誤から形成されるならば、子
どもの持つカテゴリーは内発的欲求に基づく行動に対応しているであろう。これらのカテ
ゴリーは哲学者が分類するような「認識の構造」や「実体の構造」を表わすものではない９）。
対象とその認識との関係を表すものである。
子どもは３つの内発的欲求に対応した３つの原始的カテゴリーを持つであろう。大人は
多様なカテゴリーを持ちうるが、それらは分類と統合によって子どもと同じ３つのカテゴ
リーにまとめられる。それらは、「感性的欲求」、「好奇的欲求」、「適応的欲求」によって
引き起こされる行動を通して獲得されるカテゴリーである。
「感性的欲求」は感覚や感情や感性を充足するためにいろいろな行動をさせる。人は成
長するにつれて感動、快楽、機能、効果、意義、価値などへの期待
・ ・
や欲求
・ ・
を抱くようにな
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る。これらの概念の集合カテゴリーを「意味」と定義する。「意味」は対象と自己との心
情的関係を表す概念の集合である。
「好奇的欲求」は対象を理解しようとする欲求である。外形、定義、理解の手段、理解
の形式、理論、本質などに一般化される。これらの概念の集まりを表すカテゴリーを「形」
と定義する。「形」は対象の辞書的な定義を含む。
「適応的欲求」は対象の変化を捉え、自分を環境に適応させたり環境を自分にあわせよ
うとする行動を引き出す。子どもの絵における「変化」は、急激な子ども自身の成長に対
応するものであった。このような変化を含む概念として、時間・空間変化、変形、多様性、
可能性、様相などがあげられる。これらを表すカテゴリーを「多様性」と定義する。
課題・対象を「意味」、「形」、「多様性」という３つのカテゴリーで特徴づけるとき、そ
れぞれのカテゴリーに対して課題・対象の特徴づけの言葉（心象、側面、概念など）が選
ばれる。これらの言葉を対象の「キーワード」、その組を対象の「表現」という。たとえ
ば、〈自転車〉は乗り物という「意味」を持ち、２輪という「形」をもち、動力源や用途
などのいろいろな「多様性」を持つ。一般的な概念としての〈家族〉は「意味」として
〈安らぎ・労働再生産の場所〉、「形」として〈社会構成の基本単位〉、「多様性」として
〈血縁関係に由来する多様な集団関係〉などの「表現」を持つ。創造性という概念の「表
現」は「意味」というカテゴリーの中の「転義性」、「形」というカテゴリーの中の「原理
性」、「多様性」というカテゴリーの中の「萌芽性」という３個のキーワードで表わされる。
キーワードの選択は、固定した対象物に対しても一意的ではないので、「表現」はいく
つもあり、表現者の「背景」によって異なる。「背景」は「表現」を決定するうえの重要
な因子である。また、１つのキーワードはそれ自身の「表現」を持つことに注意する。
このカテゴリー系の導入過程から明らかなように、このカテゴリー系は子どもの内発的
欲求に起源を持つ。成人の持つカテゴリー系はもっと複雑であるかもしれないが、成人と
子どもが共通にもつ創造性という観点から、成人の持つカテゴリー系もこの３つのカテゴ
リーに集約できると考えられる。たとえば、通常、異なるカテゴリーに分類される「量」
と「質」は、ここではともに具体的な対象の属性の「形」と「意味」と「多様性」の合成
と見なされる。
８．創造過程における「表現」の「変換」
一般の創造活動について考える。はじめに、創造への衝動や与えられた課題が「表現」
される。先に述べたように「表現」は「背景」に依存し、１つ選ばれる。創造過程におい
ては、この選ばれた一つの「表現」が変換を受けることになる。「変換」とは「キーワー
ド」の一つまたはすべてが、それらが属するカテゴリー内で変更されることである。「キ
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ーワード」が変更されると、変更された「キーワード」の組は新しい何かの「表現」とな
る。〈自転車〉の一つの表現は（「形」として）「２輪」の（「意味」として）「乗り物」で
（「多様性」として）「人力」であるが、「形」のカテゴリーの中で「２輪」が「３輪」に変
更されると〈３輪車〉の表現、「多様性」のカテゴリーの中で「人力」が「ガソリンエン
ジン」に変更されると〈オートバイ〉の表現となる。はじめの「表現」が新しい「表現」
（仮表現）に置き換わることを「表現」の変換という。創造過程の中で構成された「仮表
現」は評価をうけ、再変換される。このような部分過程を繰り返して最終的な「表現」で
表わされるような「何か」が生成されるのである。
キーワードの変更はどのように行われるのか。変更の候補が多ければ多様な仮表現が可
能になる。仮表現を生み出す変換は計画的あるいは試行錯誤的あるいは無意識的に行われ、
個人や創造集団のもつ「背景」によって評価される。
変更には多くの型がある。ここではそれらを「一般化」、「特殊化」、「対称化」の３つに
分類しよう。変更は「形」、「意味」、「多様性」のどのカテゴリーのキーワードに対しても
可能である。
q「一般化」
個別対象の特性を持つ、より広い一般対象の集合を考えること。概念統合（連想）、帰
納的・外挿的変換、拡散的変換など。たとえば、「赤」に対して「色」、「与えられた形」
に対して「その自由変形の全体」、「靴」に対して「足による移動の補助手段」などはその
例である。創造過程の主として初期の段階で重要な働きをすると考えられる。
w「特殊化」
個別対象の集合の特性を制限した、より狭い集合を考えること。概念分割と捨象、演繹
的・内挿的変換、分析的変換など。たとえば、「色」に対して「赤」、３段論法、「靴」を
「春用の靴」に換えるなど。これは創造過程の主として終期の段階で重要な働きをすると
考えられる。
e「対称化」
対象と類似性がある物の集合を考えること。概念分割と入れ替え、対称性原理、集合の
持つ恒常性、変換に対する不変性などを考える。たとえば、「赤」と「情熱」の対、鏡を
見て化粧するという方法、人生におけるある判断を「花より団子」と表現することなど。
人は「変換に対する不変性」によって対象を分類・認識する。例えば、生物学的種は個体
間で相互交配可能で、他の集団から生殖的に隔離されている自然集団のグループなどと定
義される10）。「対称化」は創造過程の全段階で重要な働きをする。
変更されたキーワードの結合によってできる「仮表現」は「仮生成物」の「表現」であ
る。「仮表現」は自己矛盾（パラドックス）を含むことがある。例えば、「私はいつも真実
を話す」という私の言明が「対称化」によって「私はいつも嘘を話す」という私の言明に
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変換されると自己矛盾を含んだ言明となる。自己矛盾の起源を検討することは創造過程に
おいて有用（ときには本質的）である。
ここまでは創造過程において思考することによる変換を考えた。ここで重要なことは、
ここで重要なことは、対象を「形」と「意味」と「多様性」という３つのカテゴリーで捉
えるという点である。しかし、無意識による創造もこのような（無意識の）変換によるも
のと考えると、このような変換が人のこころの中で自然に起きているとも考えられる。子
どもの自己表現欲の実現という描画の「意義」が創造過程をとおして自己開放へと「転義」
するという変換は「意味」というカテゴリーの中で無意識に行われている。同様に子ども
の絵では、なぐり描きから「本質」的表現へという変換は「形」というカテゴリーの中で
行われているが、「本質」が意識されているわけではない。創造過程では「多様性」の中
で、いろいろな試行をとおして「萌芽」的なものが選択されるが、現表現の「萌芽性」は
事前に分かっているものではなく、「背景」のもとで「再発見」されるものである。「変換」
についてこのような見方を拡張すれば、人の精神的発達や生命の進化や社会革命をキーワ
ードの自然な（自律的な）変換という見方で理解することが可能であろう。ここでも、重
要なことは対象を「形」と「意味」と「多様性」という３つのカテゴリーで捉えるという
見方である。
創造過程は図４のようにまとめられる。図中の点線は「自己評価」により「表現」や
「変換」がやり直されることを表す。
図４　創造過程
上で述べた創造過程が実践的な方法として有効であることは、大学生を対象とした実践
で確認されている。ある課題を与えたときに「形」というカテゴリーでは課題の同値な変
形を考えさせ、「意味」というカテゴリーではその課題の意味、解釈また課題が解決した
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ら何がよいのか、何がわかるのか、またその逆は成立するのかを考えさせ、「多様性」と
いうカテゴリーでは特殊例や課題の変形例を検討させた。
９．創造性を高める環境について
一人の人間の精神的活動を樹木に例えると、幹は「背景」（知識・技能、感情、価値観）
でできており、経験年齢とともに成長する。幹が枝をつくり、枝が幹を育てるように「背
景」は創造過程を可能にし、創造過程は「背景」をつくる。したがって枝は創造過程であ
り、幹のいろいろな場所から横に伸びる。花や実は創造活動による創造物に対応するので
あろう。樹が立っている土地や空間は創造活動の行われる精神的・身体的世界に対応して
いる。現実の樹木の芽は土地や空間に試行錯誤的に適応しながら、また、環境を変化させ
ながら成長する。創造活動の展開も創造の環境となるこの精神的・身体的世界で試行錯誤
の複雑な軌跡をたどる。創造過程における試行錯誤は「表現」の３つの「キーワード」が
属するそれぞれのカテゴリーの内部で、「キーワード」の変更、いいかえると「表現」の
「変換」の選択として行われる。
ここで創造に適した創造的環境について考えよう。子ども時代の遊びが創造性を育てる
という事実はよく知られている。このことから遊びに適した環境は創造的環境とほぼ同じ
であると考える人は多い。遊びと創造性を育てる環境の条件として森は次の４つを挙げて
いる11）。
（１）遊び環境は時間的、空間的制約から自由でなくてはならない。
自由な遊びのためには広い空間が必要であり、創造性テストでは時間を制限しないほう
が創造活動の生産性が上がることなどがその理由である。
（２）遊び環境は不確実性の要素を含んでいる可変的なものでなくてはならない。
環境は、目新しい、複雑な、遊ぶ人に不協和な要素が必要であるが、遊びの過程で不確
実性が減少する程度に応じてこれらの要素が変化しなければならないという。
（３）遊び環境は、低構造性をもったものでなくてはならない。
用途が限定されているものを高い構造性を持つという。堅牢で複雑な人工物は一般に高
い構造性をもち、水や土や草木などの自然物、紙や布切れや積木などは構造性が低い。
低構造性の素材は遊ぶ人の想像力とイメージに対応して応答し、（作品の）完成時に達
成感が得られる。この自己実現の体験が重要である。
（４）遊び環境は許容的・支持的集団風土でなくてはならない。
この条件は遊びの人的環境について述べている。ここでは集団からの個性的なはみだし
や失敗は尊重されこそすれ、批判されたり軽蔑されたりすることはない。他者の行動を
共感をもって迎え入れ、励まし助言することが必要である。
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これらの条件は創造的環境のどのような「表現」を示唆するのであろうか。（１）は遊
びのルールや手段を選んで「自由」に遊ぶことについて述べている。創造は時間や空間だ
けでなく既存のルールや形式、手段からも自由でなければならない。また「自由」は何へ
の「自由」なのかを示すことが重要である。このような関係は「形」のカテゴリーで捉え
られる。遊びでは自己解放への「自由」が求められ、創造的環境は「原理性を目指す自由」
によって特徴づけられる。（２）は「多様性」というカテゴリーで捉えられる。創造はそ
のなかから「萌芽性」を選択するのである。（３）は「意味」を問題としている。構造性
が低い物・環境は多様な意味づけに対応できる。創造はそれらの「転義」によって実現す
る。このように、（１）から（３）は創造的環境の表現に対応している。（４）はすでに成
立している遊びを取り巻く環境に対する付加条件である。この意味では集団のなかで行わ
れる創造的な活動についても適応する。
遊びが個人で行われることもあるが、創造が個人の内的な活動として行われる場合には
これらの条件はどのような意味を持つのであろうか。個人の内的な世界では創造する自己
とそれを避け習慣的に現在の自分を守ろうとする自己が共存している。一人の人間は全体
として創造する自己の環境であると考えると（１）は原理性への執着とそれ以外のすべて
のものからの「自由」を意味する。このことは外部からみると偏執狂的な傾向と見えるで
あろう。（２）は学習や経験による対象の多様な「表現」の可能性、「背景」の大きさと
「萌芽性」を選択する感性と価値観の必要性を示唆する。（３）は低構造物への関心と想像
力の豊かさを要求している。（４）は既存の自分を守るために創造に否定的な自己に対し、
「創造する自己に対して許容的・支持的である」ことを求めている。活発な創造活動をす
る人は、外部からみると自分自身に対し「許容的・支持的」であるように見える。
要旨　
子どもは経験や知識がないのに大人と同様に創造的行動をする。このことは、子どもの
行動が創造活動の本質を含んでいることを示唆している。子どもの創造的行動の１つであ
る描画行為を参考にして、大人にも共通する一般的な創造活動の構造を検討した。子ども
の創造的行動は子どもの内発的欲求に基づくと考えられる。このことを前提として、子ど
もの描画行動の特徴を様式と動因とそれらの変化という観点から考察した。子どもの絵と
描画行動の特徴として絵画表現の本質志向、動因としての自己表現欲、技術と環境や自己
の認識変化に伴う描画行動の変化があげられる。創造への衝動や試行錯誤が創造物を実現
してゆく過程を創造過程とよぶ。創造過程は心理的・身体的な刺激―応答過程であり、最
初の課題や衝動は過程の中で変換され、評価を受ける。子どもの描画行動の特徴を一般化
することによって創造過程の特質―創造性―が摘出される。創造性は「原理性」と「転義
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性」と「萌芽性」によって特徴づけられる。創造過程の例としてシュールレアリスムの画
家ダリの「偏執狂的・批判的方法」を取り上げた。
創造には課題や衝動の認識のし方とそれらの変換の機構が深くかかわっている。子ども
に固有の認識方法から、子どもが持つカテゴリーを抽出し、このカテゴリーを一般化して
「形」、「意味」、「多様性」という３つのカテゴリーで構成されるカテゴリー系を提案した。
一般化されたこのカテゴリー系は創造対象の表現と変換にとって非常に有効である。創造
過程はこのカテゴリー系を使って表わされる。対象の認識は各カテゴリーから選ばれるキ
ーワードの組によって表現され、創造過程における変換は各カテゴリーに属するキーワー
ドの変更として定義される。終わりに、上述のカテゴリー系を使って、「遊び」に適した
環境条件の議論を出発点とし、創造にとって好ましい環境の条件について言及した。
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